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* 関西職業能力開発促進センター 電気設備技術科 

 

チームワークによる就職支援の取組と訓練受講者主体のクラス運営 
 

吉澤研一 * 
 

平成 27 年度職業能力開発論文コンクールに「蓄積したノウハウを活用したチームワークによ

る就職支援の取組と訓練受講者主体のクラス運営  ―「全員就職」を合言葉に，「信頼関係」を

礎にして取り組んだ，4 期連続 100 %までの道のりを振り返る―」をテーマに岡山職業能力開発

促進センター西尾氏，京都職業能力開発促進センター旭氏と私の 3 人で執筆の上応募し，厚生労

働大臣賞入選を受賞しました．この報告は，その中から，私が担当している関西職業能力開発促

進センター（以下「ポリテクセンター関西」という．）電気設備技術科で行っている取組みにつ

いてまとめたものである． 
 

 
１.はじめに 

電気設備技術科の就職率は，図 1 のとおり平成 23
年 9 月期生及び 12 月期生と，2 期連続で施設目標を大

きく下回った．そのため，指導課長，当該科，就職支

援係が対策を検討し，「全員就職」を合言葉に就職支援

計画を策定して，当該科及び就職支援係により協働で

取り組むこととした． 

  
  図 1 電気設備技術科就職率（入所月ごと） 

 
２．ポリテクセンター関西の取組み  

当センターでは，入所時の就職ガイダンス，及び希

望者を対象とした就活パワーアップセミナー（以下「セ

ミナー」という）等の集団的就職支援を中心に実施し

ている．これは，就職支援係の職員と就職支援アドバ

イザー（以下「就職支援 AD」という．）が中心となり

実施している．その内容は，就職活動を成功させるた

めの 6 ステップを動機づけに，ジョブ・カード（以下

「JC」という．）や就職活動の流れについて説明し，就

職に対する意識啓発を行っている．具体的には，雇用

形態・給与形態，派遣と請負の違い，求人票の見方，

JC から作成した職務経歴書の例，自己 PR や志望動機

を作成するためのワークシート，メールによる求人事

業所からの連絡に対する返信の作成例，入所 1 ヶ月目

にチェック形式で労働条件等を確認する JC 様式 3（表

1）などである．また，入所時の就職ガイダンスでは，

各科の JC 作成例，履歴書や JC に記載する資格・免許

の名称，訓練科名の正式名称，就職活動計画書などを

追加している． 

そして，受講生の就職活動の見える化「就職活動を

振り返って」（図 2）も行い，実際に行った就職活動の

事例を後輩へ伝達し，勇気づけられた方もおられた．

同じ立場の方からの自筆のメッセージであるため，ま

っすぐ心に響くのではないかと思われる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就業に関する目標・希望

【労働条件等の希望】 労働条件等の希望及び優先順位は以下のとおりです。
働き方 □雇用→□フルタイム/□パートタイム □自営（請負を含む）
雇用期間 　　　　 →□定めなし　/□定めあり→具体的に
派遣の可否 □可→□一般（登録型）/□特定（常用型）/□紹介予定 □否
企業形態 □法人→□営利法人/□非営利法人（　　　　　　　　　　　） □個人事業所
従業員数 □～29 　□～99 □～299 □～499 □～999 □1,000～ □不問
勤務時間 □（　　　）時（　　　）分～（　　　）時（　　　）分の範囲内 □不問
時間外労働 □可→１日（　　　　）時間まで、1ヶ月（　　　　）時間まで □否（理由：　　　　　　　　　　）
休日 □土・日→休日出勤：□可（月に　　　日まで）　　□否 □（　　　　　　） □不問
賃金形態 □月給制 □日給月給制 □時間給制 □年俸制 □不問
賃金 月収：（　　　　）万円以上 年収：（　　　　　）万円以上
通勤手当 □全額支給 □限度額があってもよい→（　　　　　　）円 □手当がなくてもよい
退職金 □重視する □重視しない
研修制度 □重視する □重視しない
就業地域 □大阪府内→（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □その他→（　　　　　　　　　　　　　　　　）
就業環境 □屋内/□屋外 高所：□可　□否 その他：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
通勤時間 □（　　　）時間（　　　）分以内
通勤手段 □公共交通機関 □自動車→駐車場：□会社負担/□自己負担 □（　　　　　　　　　）
その他

【就職活動計画】 以下のとおり就職決定の目標を定め、訓練修了までの就職活動を計画しました。
目標： 平成　　　　　年　　　　　月　　　　　日までに就職を決定します。

□ 技術職 希望理由 ：
1
2
3 受講理由 ：

受講目標
□ 技術職以外

□事務（　　　　　　　　　） 強み ：
□営業
□（　　　　　　　　　　　　）

　

　

　

（職務経歴、教育訓練経歴、取得資格等からみた強み、これまでの求職活動や能力評価等を踏まえた今後の課題、能力開発の目標

について記述）

（希望する職業・職務） （希望理由等）

書類作成

７ヶ月目

修了その他
1ヶ月目

　

　　　　

強み発見 求人情報 会社研究

6ヶ月目

（希望する職業・職務） （希望理由等）

　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　

応募・面接

2ヶ月目
3ヶ月目
4ヶ月目
5ヶ月目

8ヶ月目

図 2 後輩へのメッセージ 
「就職活動を振り返って」 

表 1 JC 様式 3（初回のみ） 



 

 

３．電気設備技術科での新たな取組  

 ―訓練は、指導員と受講者で創り上げるもの― 

 平成 23 年 9 月期生・12 月期生の就職率の低迷は，

①就職支援の中心となる担任の訓練担当時間が少なか

ったこと，②就職支援の内容及び支援時期が科の指導

員間で異なること，③就職に関する考えが定まってな

いことから面接で不合格となる受講者が多いこと，④

受講者が仕事に必要な資格試験や等を理由に訓練中や

訓練修了後も就職活動をしないことなどが起因し，訓

練修了後コンタクトがとれなくなる者が多い傾向にあ

った．そこで，以下のように取り組んだ． 

3.1 就職支援体制の見直し ①の課題の対策として担

任の訓練担当時間を増やし，担当しない時はその訓練

を担当する指導員から受講者の状況を報告してもらう

ことを徹底し，電気設備技術科というチームで支援す

る体制にした．電気設備技術科では，「訓練（就職活動

含む）は，指導員と受講者で創り上げるもの」を合言

葉に，受講者と指導員が一丸となって就職を勝ち取る

べく，日々，訓練と就職支援・就職活動を積極的に行

うこととしている． 

3.2 就職支援計画の作成と独自セミナーの実施 ②の

課題を踏まえ，電気設備技術科では，就職支援計画を

作成し，いつ，何をすべきかを受講者に示した．内容

としては，就職支援係と連携し，受講期間である 6 ヶ

月の就職支援計画（表 2）を立て，前半の 3 ヶ月で就

職活動の準備を完結させている． 
 

表 2 電気設備技術科独自の就職支援計画 
電気設備科６月入所生就職活動スケジュール

JC3作成 JC/人材情報作成 JC、履歴書・職務経歴書、 求人申込・書類送付・面接 JC4-2作成　等
送付状の作成

求人情報の収集 人材情報原稿提出
求人申込・書類送付・面接

＜下旬～＞ ＜上旬～＞ ＜上旬～＞
＜6/下旬～＞ 個人面談② 個人面談③ ※個別相談 個人面談④
個人面談①

＜6/　＞ 指導課 ＜7/  ＞ 指導課 ＜8/  ＞
セミナー①　1H セミナー③　1.5H セミナー⑤  1～1.5H
ガイダンス・JC3 JC説明・作成 模擬面接
※6/   朝礼時 人材情報作成の説明 ※ビデオ撮影し、

ＪＣ３提出 後日グループワーク等
＜7/  ＞ 指導課
セミナー④　1.5H

＜6/　＞ 指導課 面接準備
セミナー②　1H （自己ＰＲ、面接マナー）
仕事理解（求人）

＜個別相談＞就職活動の進め方、コミュニケーションの練習、書類作成、面接対策、模擬面接など

6/17　いろは 7/ 17  面接準備 8/ 7 　いろは 9/11　面接準備編 10/7　いろは 11/11  面接準備
6/26　JC作成準備 7/24面接体験 8/19　JC作成準備 9/24　面接体験編 10/23　ＪＣ作成準備 11/25　面接体験編

　第二種電工下期  危険物取扱者
6/7　第二種電工上期 　　　第二種電工上期 　　消防設備士（乙4） （筆記） （大阪）（乙4）

（筆記） （実技） （兵庫）   第一種電工 消防設備士
（筆記） （兵庫）（乙4）

　　　消防設備士（乙4） 　　 危険物取扱者   危険物取扱者 危険物取扱者
（大阪） （奈良）（乙4） （大阪）（乙4） （奈良）（乙4）

 危険物取扱者  第二種電工下期
（京都）（乙4） （実技）

危険物取扱者  第一種電工
（兵庫）（乙4） （実技）

(参考2）
資格等

担任/
副担任

就職支援係

(参考1）
就活
パワーアップ
セミナー

訓練生

６ヶ月目

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

１ヶ月目 ２ヶ月目 ３ヶ月目 ４ヶ月目 ５ヶ月目

 
また，③，④の課題の対策として，受講者に電気設

備業界への就職の意識を高めてもらうため，就活パワ

ーアップセミナーを見直した．内容としては，定例の

セミナーの内容を見直し，ビジネスマナーや模擬面接

を電気設備業界の方にお願いするなど電気設備業界へ

の就職に特化した独自のセミナー（以下「独自セミナ

ー」という．）（表 3）として実施している．講師は就

職支援 AD が主に担当し，電気設備業界の方を活用す

るとともに担任の指導員は必ず同席して最後に総括し

ており，指導員と就職支援 AD が連携してサポートす

る体制を受講者に示し，受講者との関係を深めている．

さらに，就職支援計画を提示することで，受講者は，

いつ何をすべきかが一目了然となるので，「新たなスキ

ルの習得」，「資格取得」，「就職」という三兎を追い，

三兎を得ることができるようになった． 
 

表 3 電気設備技術科就活パワーアップセミナー 
（独自セミナー：電気設備業界を意識した内容に特化） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3.3 入所 1 ヶ月目における JC 様式 3 の作成とそれを

活用した個別面談  ③，④の課題の対策として入所

1 ヶ月目の独自セミナーでは JC 様式 3（表 1）を作成

し，個別に初回面談を行う．担任は，受講者の「価値

観」と「活動計画」，「希望職種」や「訓練受講理由」

などを明確に知ることができ，受講者との信頼関係も

構築できる． 

なお，JC 様式 3 の作成にあたっては，担任が受講者

に必ず周知していることがある．それは，受講者の家

族や親ときちんと話し合って作成することである．受

講者の価値観だけで就職活動を行っていたため，入社

直前になって家族から反対され，入社辞退となったこ

とがあった．これでは，企業も受講者も不幸あり，そ

うならないためにも，家族も含めた「価値観」を JC
様式 3 に反映する必要があると考えたからである． 

 また，受講者自身と家族の「価値観」を反映した JC
様式 3 を活用した初回面談で，関連職種の仕事内容，

就業形態及び待遇について，担任から受講者に話をす

る．そうすることで，受講者は価値観の相違点や一致

点を認識し，再度家族や親と話し合ってもらうことに

より，受講者自身の価値観を確立させていくことがで

きる． 

3.4 信頼関係を基盤とするクラス運営 電気設備技

術科では，受講者が自ら考え行動するようクラス運営

を工夫している．例えば，リーダーを決めて，各グル

ープのリーダーの音頭で朝礼後に準備運動を行ったり，

補習の内容・時間帯・回数を協議したり，訓練を実施

1
月

目 

①就職活動のガイダンスと JC 様式 3 の作成 

（1 時間） 

②仕事理解（求人情報・企業情報などの収集と

分析）（1 時間） 

2
月

目 

③JC の説明と作成，人材情報の作成（1.5 時間） 

④面接準備（面接マナー，自己 PR）（1.5 時間） 

※ひとりずつ撮影したものを後日各自に配付 
3
月

目 

⑤模擬面接（実際の求人で模擬面接，求職者と

面接官を体験，オブザーバーはよかったこと・

改善点を発表）（1～1.5 時間） 

※ひとりずつ撮影したものを後日各自に配付 

模擬面接の様子 



 

 

するなかで問題や不具合が生じたときは，受講者全員

で改善策を検討して指導員に提案する．こうして，受

講者は，現場で必要とされるリーダーシップ，チーム

ワーク，コミュニケーション，自律性を身につけてい

く．このようなクラス運営ができるのは，指導員と受

講者，受講者同士が互いに信頼しているからである． 

電気設備技術科の就職支援の一つとして，受講者が

気になった求人票を提出してもらい，積極的に指導員

自ら企業訪問を行う．企業にポリテクセンター関西の

事業内容や訓練内容を説明し，日々訓練に励んでいる

受講者の様子や自ら考え行動していることを伝える．

この訪問を機に，センターに求人票をいただき，セン

ターで会社説明会を開催することもある．また，指導

員が採用面接に付き添うこともある． 

こうした地道な活動は非常に有効で，「自分たちのた

めに動いてくれている」と受講者は感じてくれるので，

我々が発する言動に重みが出てくる．そこで活きてく

るのが，朝礼時の就労意欲の喚起であり，朝礼時に指

導員が話すことは，普段の企業訪問で得られる人材ニ

ーズである． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 指導員が日常的に企業訪問を行っていることは受講

者も知っているので，指導員の話を企業の生の声とし

て捉えてくれる．朝礼で，価値観の再確認，挨拶など

のビジネスマナーの重要性，そして，就職が想定され

る建設業では必要不可欠である安全意識や品質向上の

意識，5S 活動の徹底など毎日意識付けができる．時に

は生活指導を行うこともある．こうして，訓練や就職

に対する意欲が高まる．また，ある意味厳しい現実を

突きつけることにもなるので，危機感も出てくる． 

しかしながら，毎日の指導員からの話だけではマン

ネリ化もするので，修了者や企業の社長にスピーチし

ていただく機会も積極的に作っている．このスピーチ

は，いつも受講者からは質問が絶えないほど好評で，

「早く働きたい」という気持ちが高まるようである． 

3.5 JC 様式 4－2［評価シート］の交付 JC 様式 4－2
は，「受講者と指導員との関係の集大成」という位置付

けでキャリア・コンサルタント記入欄にコメント（表

4）を書いている．これは，普段から受講者一人ひとり

をよく観察していないと書けないものであり，これか

ら新天地に旅立つ受講者への最後のひと押しである．

躓いた時には，センターで学んだことや出会いを糧に，

このコメントで再度背中を押したいという思いで記入

している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4 JC 様式 4－2［評価シート］ 

キャリア・コンサルタント記入欄のコメント 

 
 

3.6 未就職修了者へのアフターフォロー 未就職修

了者には，原則として 2 週間に 1 回センターに来てい

ただいている．直接顔を合わせることは，修了者に孤

独を感じさせないために大切と考えるからである．修

了後の連絡や来所相談ができるのは，普段のクラス運

営（指導員自ら企業訪問し，求人票を持ってくる姿勢）

と JC 様式 4－2 の効果だと思っている．また，修了者

が「先生ならいい情報を持っているかも」と思えば，

自ら足が向くのではないかと考えている．このことは，

お店とお客様の関係に近く，お店が提供するサービス

に魅力を感じなければお客が寄り付かないのと同様で

ある．我々が新規求人などよい情報を用意できれば，

絶対相談に来るとの思いで，訓練期間が終了しても受

講者と最後まで向き合っている． 

3.7 職員間の連携 ここに紹介した取組は，指導員一

人では成し得ることはできず，就職支援 AD や就職支

援係の職員との情報共有，そして連携がないとできな

い．受講者は，指導員に見せる顔と就職支援 AD に見

せる顔が違うこともあり，受講者の小さな変化も見落

とさないためには密な連携が必要である．就職支援で

は，「施設全体でサポートする」体制を受講者に意識付

けることも重要なポイントである． 

修了者のスピーチの様子 

朝礼での就労意欲の喚起 



 

 

      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．まとめ  

これまでの取り組みの結果，図 3 のとおり就職率は

向上し，最近では企業からの評価も高く，昨年度から

入所希望者も向上している． 

しかしながら，組織として目標を達成することは命

題ではあるが，「数字さえ上がればいい，とにかく就職

すればいい」という考えではなく，出会った方々には

できれば幸せな職業人生を送っていただきたいとの思

いで支援している．また，ポリテクセンターは，就職

のために専門的な知識や技術・技能を習得するところ

であるが，訓練を通じて「生きる力」を身につける場

でもないかと思っている． 

今後も職業訓練は必要不可欠な制度であるため，各

施設における職員体制や実施コース（専門性）は異な 

 
 

 

るが，当センターの就職支援の取り組みについて職業

能力開発に携わる方々の参考にしていただきたい． 
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指導員にとっての宝物 図 3 就職率（平成 27 年 6 月時点） 


